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台風第19号の降雨の特徴（12時間降水量）

凡例

2018年までの統計データに基づく確率年
100年未満
100年以上

※ 台風第19号の豪雨において、12時間降水量が観測史上1位を更新した120地点のうち統計資料が30年以上ある107地点について、統計開始から2018年までの各年の12時間降水量（時間降水量
の集計値）の最大値を統計処理し、今回の降水量の年超過確率を算定した。（年超過確率1/100の降雨とは、毎年、1年間にその規模を越える降雨の発生する確率が1/100（1%）の規模の降雨）
なお、統計処理には「水文統計ユーティリティ（（一財）国土技術研究センター）」を用いSLSC（99%）が最小となる確率分布モデルを選定している。地点毎に統計期間は異なる（最長43年）。

岩手県 7 1 6
宮城県 10 1 9
山形県 4 0 4
福島県 17 5 12
茨城県 5 0 5
栃木県 9 2 7
群馬県 10 2 8
埼玉県 10 2 8
東京都 3 0 3
神奈川県 2 0 2
新潟県 6 3 3
富山県 1 1 0
山梨県 3 0 3
長野県 13 3 10
静岡県 5 2 3
愛知県 1 1 0
三重県 1 0 1
合計 107 23 84

総数 1/100未満
都道府県

地点数

1/100以上

○今般の豪雨で12時間降水量の観測史上1位を更新した120観測所は、東北東部、関東、北陸、中部地方に広く分
布しており、特に河川の氾濫等が発生した宮城県、福島県、埼玉県、長野県等に多く分布している。

○このうち、統計期間が30年以上ある107地点で年超過確率を算出したところ、宮城県で10地点中9地点、福島県
で17地点中12地点、埼玉県で10地点中8地点、長野県で13地点中10地点が年超過確率1/100を上回る規模と
なった。
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台風第19号の降雨の特徴（24時間降水量）

凡例

2018年までの統計データに基づく確率年
100年未満
100年以上

※ 台風第19号の豪雨において、24時間降水量が観測史上1位を更新した103地点のうち統計資料が30年以上ある92地点について、統計開始から2018年までの各年の24時間降水量（時間降水量
の集計値）の最大値を統計処理し、今回の降水量の年超過確率を算定した。（年超過確率1/100の降雨とは、毎年、1年間にその規模を越える降雨の発生する確率が1/100（1%）の規模の降雨）
なお、統計処理には「水文統計ユーティリティ（（一財）国土技術研究センター）」を用いSLSC（99%）が最小となる確率分布モデルを選定している。地点毎に統計期間は異なる（最長43年）。

青森県 1 1 0
岩手県 6 1 5
宮城県 7 2 5
山形県 2 0 2
福島県 13 7 6
茨城県 3 0 3
栃木県 7 3 4
群馬県 7 2 5
埼玉県 9 0 9
東京都 5 0 5
神奈川県 4 2 2
新潟県 7 1 6
富山県 1 1 0
山梨県 4 2 2
長野県 10 4 6
静岡県 4 2 2
愛知県 1 1 0
三重県 1 0 1
合計 92 29 63

総数 1/100未満
都道府県

地点数

1/100以上

○今般の豪雨で24時間降水量の観測史上1位を更新した103観測所は、東北東部、関東、北陸、中部地方に広く分
布しており、特に河川の氾濫等が発生した宮城県、福島県、埼玉県、長野県等に多く分布している。

○このうち、統計期間が30年以上ある92地点で年超過確率を算出したところ、宮城県で7地点中5地点、福島県で
13地点中6地点、埼玉県で9地点中9地点、長野県で10地点中6地点が年超過確率1/100を上回る規模となった。
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台風19号降雨と決壊河川

○10 日から13 日までの総降水量が、神奈川県箱根で1000 ミリに達 し、東日本を中心に17 地点で500 ミリを超え
た。特に静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方の多くの地点で3、6、12、24時間降水量の観測史上1 位の
値を更新するなど記録的な大雨となった。（12時間降水量 120地点、24時間降水量 103地点）

○国管理河川では、6水系7河川12箇所、都道府県管理の20水系67河川128箇所において堤防が決壊

： 国管理河川決壊箇所

： 都道府県管理河川決壊箇所

： 国管理河川

決壊箇所12時間更新観測所 24時間更新観測所

気象庁ウェブサイト「台風第19号による大雨、暴風等」より作成

（R1.10.30時点）



台風第19号による国管理河川の状況（降雨、流量）

○主な河川における基準地点上流域平均雨量は、河川整備基本方針の対象雨量を超過又は迫る雨量となった。
○流量は、観測史上最大又は２位を記録し、河川整備計画の目標を超過又は迫る流量となった。
○阿武隈川では、基本方針の流量を超過した。
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* 数値は、速報値（R2.1時点）であり、今後変更となる場合がある。
* 雨量は、対象降雨の継続時間の基準地点上流域の平均雨量。
* 流量は、ダム・氾濫戻し。また、「基本方針」は基本高水のピーク流量、「整備計画」は整備計画目標流量。

国 １４箇所
県 １２８箇所
計 １４２箇所



荒川【岩淵（笹目橋）】

台風第19号とカスリーン台風（昭和22年9月）について（利根川、荒川）

○台風第19号により、利根川、荒川では昭和22年9月のカスリーン台風に匹敵する降雨を観測した。
○利根川、荒川では、カスリーン台風以降に整備された治水施設により、浸水被害等は大きく減少した。

◆降雨の状況
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◆被害状況

※数値は速報値（R1.11.19時点）であり、今後変更となる場合がある。
※ピーク流量は施設が無く、氾濫しなかった場合の計算流量。

＜R1.10洪水による浸水状況＞

利根川下流部 荒川水系越辺川・都幾川合流部

＜S22.9洪水（カスリーン台風）による浸水範囲＞

◆洪水調節施設における台風19号時の貯留量
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利根川における台風第19号とカスリーン台風（昭和22年9月）について

○利根川（八斗島地点上流）では、台風19号において流域平均３日雨量が310mmを記録し、カスリーン台風
（309mm/3日）に匹敵する雨量となった。

○一方、流域の降雨分布を比較すると、カスリーン台風においては八斗島上流域の全域に降雨があったことに対
して、台風19号では烏・神流川流域、吾妻川流域（南部）において降雨が集中していた。

昭和22年9月洪水
（カスリーン台風）

令和元年10月洪水
（台風第19号）
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凡例

～200mm

～250mm

～300mm

～350mm

～400mm

450m

～150mm

～450mm

450mm～



気候変動等による災害の激化（氾濫危険水位を超過河川の発生状況）
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○ 気候変動等による豪雨の増加により、相対的に安全度が低下しているおそれがある。
○ ダムや遊水地、河道掘削等により、河川水位を低下させる対策を計画的に実施しているものの、氾濫危険水位

（河川が氾濫する恐れのある水位）を超過した河川数は、増加傾向となっている。

※対象は、洪水予報河川及び水位周知河川であり、（ ）内は各年の指定済み河川数である。
※国土交通省において被害状況等のとりまとめを行った災害での河川数を計上している。
※一連の災害により、1河川で複数回超過した場合は、1回（1河川）として計上している。

（429河川） （429河川） （433河川） （448河川） （448河川）

（1,559河川） （1,562河川） （1,585河川） （1,619河川） （1,627河川）

（448河川）

（1,644河川）

7



浸水が想定される区域にかかる課題について
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○ 洪水浸水想定区域の指定についての課題としては、

① 洪水予報河川及び水位周知河川において、想定最大規模降雨に対応した洪水浸水想定区域を指定して
いる都道府県管理河川が８割に留まっている（令和元年１０月時点）。

② 洪水浸水想定区域の指定が求められる洪水予報河川や水位周知河川以外の中小河川について、浸水が
想定される範囲の周知が進んでいない。

国
管
理

都
道
府
県
管
理

洪
水
予
報
河
川

水
位
周
知
河
川

そ
の
他

河
川

洪水浸水想定区域 指定済み

【水防法第14条】

４４８ 河川

１,６４４河川

洪水浸水想定区域 指定済み

【水防法第14条】
１,２９１ 河川

洪水浸水想定区域 未指定

３５３ 河川

４４８河川

約19,000河川
浸水実績等 【水防法第15の11】
公表が一部の市町村に留まっている

課題①

課題②

都道府県管理の洪水予報河
川・水位周知河川において、
想定最大規模降雨に対応し
た洪水浸水想定区域を指定
していない河川が存在。

防災・減災、国土強靱化のため
の３カ年緊急対策等で推進

洪水予報河川や水位周知河川
以外の河川で、浸水が想定され
る範囲の周知が進んでいない。

中小河川の水害リスク評価に関する技術検討会

※ 想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域の河川数
うち、３２４河川で計画規模の降雨に対応した
浸水想定区域を指定済み

都
道
府
県
管
理



台風第１９号における決壊河川（７１河川）のうち都道府県管理河川（６７河川）の指定状況

※１:水位周知河川等とは水防法で指定される洪水予報河川、水位周知河川

※２洪水予報河川、水位周知河川、洪水浸水想定区域の指定状況は平成３１年度末時点

○ 台風第19号における都道府県管理の決壊河川（67河川）のうち43河川が、洪水予報河川及び水
位周知河川以外の河川であった。

都道府県 決壊河川数 水位周知河川等
の河川数

その他河川数

宮城県 18 4 14

福島県 23 9 14

茨城県 4 3 1

栃木県 13 6 7

埼玉県 2 0 2

新潟県 2 2 0

長野県 5 0 5

合計 67 24 43

※１※２
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「その他河川」における洪水浸水リスクの検討状況に関する調査

10
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その他の河川において

水害リスク評価を行う予定

8 20
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○ 「その他河川」における洪水の水害リスク評価の状況について、47都道府県を対象にアンケート調査を実施
（令和元年.11/26～12/3）。

○ 47都道府県のうち8団体が既にその他河川における水害リスク評価を実施、28団体が今後実施予定。

水位周知河川等における浸水想定
区域の指定を優先して実施 等

16 6 3 3

0 5 10 15 20 25

■既に実施済
■ある
■ない

評価を行う対象河川

評価に用いる外力

■全て
■一部

■想定最大規模
■想定最大規模及び計画規模
■その他の規模（※）

【過去洪水、高頻度洪水等】
■検討中 ※想定最大規模および計画規模でも評価する団体を含む

流域の土地利用状況等
重要度を考慮して選定 等

6 2

2 2 4

国土交通省が都道府県のHPより確認



人的被害発生箇所における土砂災害警戒区域の指定状況

32箇所, 65%

10箇所, 21%

7箇所, 14%

【参考】平成30年7月豪雨

区域内（警戒区域の指定又は(基礎調査結果)公表済み）

区域外（危険箇所公表）

区域外（上記以外）

7箇所, 54%

0箇所, 0%

6箇所, 46%

令和元年台風第19号等

区域内（警戒区域の指定又は(基礎調査結果)公表済み）

区域外（危険箇所公表）

区域外（上記以外）

○ 令和元年台風第19号等で土砂災害により人的被害（死者・行方不明者）が生じた箇所のうち、約
半数は土砂災害警戒区域に指定されている等、事前に土砂災害の危険が周知されていた。
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※ 令和元年11月29日18:00時点の情報。
※ 都県からの聞き取りを元に整理。
※ 速報値であり、今後の精査により、情報が変わる可能性がある

【N=13※１】 【N=49※２】

※２ 土砂災害による死者が生じた53箇所のうち、
被災位置が特定できなかった箇所４カ所を除く。

※１ 台風第19号による土砂災害：10件、低気圧に伴う大雨による土砂災害：３件



人的被害・人家被害発生箇所における土砂災害警戒区域の指定状況

143箇所, 68%

8箇所, 4%

58箇所, 28%

区域内（警戒区域の指定又は(基礎調査結果)公表済み） 区域外（危険箇所公表） 区域外（上記以外）

○ 土砂災害により人的被害（死者・行方不明者・負傷者）及び人家被害（一部損壊以上）が生じた
箇所は209※１箇所のうち、土砂災害警戒区域に指定されている等、事前に土砂災害の危険が周
知されていたのは約７割であった。

12

※ 令和元年11月29日18:00時点の情報（被害情報が未確定の地区のデータについては未集計）。
※ 都県からの聞き取りを元に整理。
※ 速報値であり、今後の精査により、情報が変わる可能性がある

【N=209※１】

※１ 台風第19号による土砂災害：176件、低気圧に伴う大雨による土砂災害：33件 ※２ 基礎調査が完了した箇所を除く

※２

区域内

区域外



土砂災害警戒区域等の指定の状況

13

基礎調査（土砂災害警戒区域）の完了予定年度（平成31年3月31日時点）

完了済み （30都府県）

令和元年度 （17道県）

○土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域は、全国約67万区域（推計）のうち、およそ94％に相当
する約63万区域、31都府県で基礎調査が完了※１ 。

○そのうち特別警戒区域についても、26都府県で基礎調査が完了※１ 。
○順次指定を進めており、土砂災害警戒区域は21都府県で指定が完了※２。

○防災・安全交付金の重点配分など、都道府県の取組を積極的に支援し、令和元年度末までに基礎

調査を完了する見込み。 ※１ 平成31年3月31日時点、※２ 令和元年10月31日時点

土砂災害警戒区域の指定状況※３（令和元年10月31日時点）

完了 （21都府県）

90%以上 （10府県）

70%以上 （12県）

70%未満 （4道県）

※３ 土砂災害警戒区域の指定状況＝
土砂災害警戒区域の指定区域数（令和元年10月31日時点）÷
土砂災害警戒区域の総区域数の推計値（平成31年3月31日時点）

55%

50%

37%

46%

※上記は土砂災害警戒区域の基礎調査完了予定年度及び指定状況であり、
土砂災害特別警戒区域は含まない。



台風第19号による土砂災害警戒情報の発表状況

○ 台風第19号による大雨で、土砂災害警戒情報が発表されたのは、19都県437市町村。

○ 土砂災害警戒情報を発表した市町村のうち、約３割で土砂災害が発生。

土砂災害警戒情報の発表状況
（令和元年10月10日～10月14日）

■土砂災害警戒情報が
発表された市町村

437市町村

災害非発生65%
（286市町村）

災害発生35%
（151市町村）

※都道府県から「土石流」または「がけ崩れ」として報告のあった災害を対象としている。
※災害の発生状況については、現在も調査中につき、今後変更がありうる。

12月2日現在

土砂災害警戒情報と土砂災害発生の関係

14



台風第19号による土砂災害警戒情報の発表状況

15

○ 全国で発生した土砂災害のうち、12月2日時点で把握している人的被害（死者・行方不明者）が発
生した10箇所のうち、発災時刻※が特定できた全箇所（10箇所）で、土砂災害発生前に土砂災害
警戒情報が発表されていた。

土砂災害警戒情報の発表状況
（令和元年12月2日時点）

発災後に発表0％

(10）

全国 N=10

(※)災害発生時刻は報道情報等含む。今後の精査により情報が変化する可能性がある。

発災前に発表 発災時刻が不明発災前に発表 発災後に発表



台風第19号及び低気圧等に伴う大雨による避難勧告等発令状況

16

○ 人的被害（死者・行方不明者）が発生した13箇所のうち、11箇所で発災前に避難勧告等が発令さ
れていた。

【N=13】

対象外 １箇所（７％）

※土砂災害警戒区域等の区域外のため、
避難勧告の対象外

災害発生前後不明
１箇所（７％）

避難勧告発令
10/12 20:20

土砂災害発生時刻
10/12 20:00頃 ※報道情報

→災害発生前後不明と整理

土砂災害警戒判定メッシュ情報
10/12 16:00 非常に危険
10/12 17:10 極めて危険
10/13 05:10 警戒

土砂災害警戒
区域外で発災

２箇所

避難勧告等発令が
災害発生前

１１箇所（84％）



台風第19号及び低気圧等に伴う大雨における土砂災害警戒情報の精度

17

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

土砂災害警戒情報発表から推定発災時刻までの時間

土
砂
災
害
に
よ
る
人
的
被
害

発
生
箇
所
数

土砂災害警戒判定メッシュ情報で
「非常に危険（薄い紫）」出現から推定発災までの時間

土
砂
災
害
に
よ
る
人
的
被
害

発
生
箇
所
数

土砂災害警戒情報発表単位
（概ね市町村単位）

土砂災害警戒判定メッシュ情報単位
（1km2格子単位）

N=10※ N=10※

（※）：おおよそ時間単位で発災時刻が特定できた人的被害発生箇所数

凡例
■：箇所数

凡例
■：箇所数
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避難先に関する課題

〇災害発生のおそれがある中での再避難や、一部の指定緊急避難場所や指定避難所等への避難者の集中が
見られた。

【例２】
浸水想定区域内にある洪水の指

定緊急避難場所を兼ねない指定避
難所を開設したが、屋上から漏水
し、浸水のおそれもあったことか
ら、隣接する役場に再避難した。

～台風第１９号で発生した避難先に関係する事例～

【例１】
河川沿川地域の住民にとって、浸水

想定区域外にある洪水の指定緊急避難
場所が遠かったため、浸水想定区域内
にある高層の施設を自主避難所として
開放したが、利便性が高かったため避
難者が集中し、溢れた。

【例３】
土砂災害警戒区域内にある洪水の

指定緊急避難場所を自主避難所とし
て開放したが、一階部分に土砂が流
入したため、対岸にある洪水及び土
砂災害の指定緊急避難場所を兼ねる
指定避難所に再避難した。

洪水及び土砂災害の指定緊急避難場所
兼 指定避難所

洪水の指定緊急避難場所
（土砂災害の指定はされていない）

土砂災害警戒区域
浸水想定区域

指定避難所
（洪水の指定緊急避難場所ではない）

浸水想定区域
（浸水想定区域内に

洪水の指定緊急避難場所なし）

自主避難所

浸水想定区域外に
指定緊急避難場所を指定

被災

出典：令和元年台風第19号等による災害からの避難に関するワーキンググループ



参考資料
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国直轄管理区間では１２箇所で堤防決壊が発生

： 国管理河川決壊箇所
： 国管理河川

荒川水系都幾川（東松山市）

那珂川水系那珂川（常陸大宮市）【2箇所】荒川水系越辺川（川越市）

久慈川水系久慈川（常陸大宮市）【3箇所】

荒川水系越辺川（東松山市）

那珂川水系那珂川（那珂市）

阿武隈川水系阿武隈川（須賀川市）

信濃川水系千曲川（長野市）

千曲川堤防調査委員会

荒川水系越辺川・都幾川
堤防調査委員会

阿武隈川上流堤防調査委員会

那珂川・久慈川堤防調査委員会

【北陸地整】現地調査10/15,
第２回11/13,第３回12/4

【関東地整】現地調査10/17,
第２回11/17,第３回12/2

【関東地整】現地調査10/18,第２回11/17,第３回12/2

【東北地整】現地調査10/16,
第２回：11/7,第３回：12/2

鳴瀬川水系吉田川（大郷町）

鳴瀬川堤防調査委員会
【東北地整】現地調査10/16,

第２回：11/7,第３回：12/3

■洪水による被害と状況

○ 台風第19号被災箇所の堤防調査委員会開催状況。

20
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○ 第３回までの各堤防調査委員会により、堤防決壊１２箇所の主な要因は「越水」とされている。
○ ただし、内２箇所は、堤内地（住宅地）側から堤外地（河川）側への越水。

国管理区間と県管理区間の決壊の主要因

１２８箇所で堤防決壊が発生。
〇１２８箇所中約８割の箇所で決壊の主要因が越水と考えられる。
〇１２８箇所中約５割の箇所が水衝部であったと考えられる。

●また、国、県合わせて、約３割の決壊が本川のバックウォーターの影響区間、又は越水発生の要因がバックウォー
ターの影響と考えられる区間で発生 ※調査分析中

左右岸 ＫＰ 越水 浸透 侵食
構造物
周辺

阿武隈川
あ ぶ く ま が わ

阿武隈川上流
あ ぶ く ま が わ じ ょ う り ゅ う

左岸 98.6 ○※１ － × ×

鳴瀬川
な る せ が わ

吉田川
よ し だ が わ

左岸 20.9 〇 × × －

都幾川
と き が わ

右岸 0.4 〇 × × ×

左岸 7.6 〇 × × ×

右岸 0.0 〇 × × －

左岸 25.5 〇 × × －

左岸 27.0 〇 △ × －

右岸 25.5 ○※１ － × －

右岸 28.6 〇 × × －

左岸 40.0 〇 △ △ －

右岸 41.2 〇 × △ －

北陸 信濃川
し な の が わ

千曲川
ち く ま が わ

左岸 58.0 ○ × × －

※１：堤内地（住宅地）側から堤外地（河川）側への越水

東北

関東

荒川
あ ら か わ

越辺川
お っ ぺ が わ

久慈川
く じ が わ

整備局 水系 河川
地点

久慈川
く じ が わ

那珂川
な か が わ

那珂川
な か が わ

決壊の要因

国管理河川

県管理河川

※調査分析中



令和元年台風第１９号におけるダムの防災操作の状況

【凡例】

:防災操作（洪水調節）を実施していないダム（416ダム）

:洪水調節容量使用率が６割未満のダム（112ダム）

:洪水調節容量使用率が６割以上のダム（34ダム）

うち、異常洪水時防災操作を実施していないダム（28ダム）

うち、異常洪水時防災操作を実施したダム （ 6ダム）※本資料に掲載した数値は速報値であるため、
今後の調査で変わる場合があります

9割以上
（9ダム 6％） 8割～9割

（9ダム 6％）

7割～8割
（6ダム 4％）

6割～7割
（10ダム 7％）

4割～5割
（11ダム 8％）

3割～4割
（10ダム 7％）

3割未満
（80ダム 55％）

5割～6割
（11ダム 8％）

９割以上

(10ダム，5%)

８割～９割

(1ダム，1%) ７割～８割

(6ダム，3%)

６割～７割

(5ダム，2%)

５割～６割

(13ダム，6%)

４割～５割

(13ダム，6%)

３割～４割

(21ダム，9%)

３割未満

(144ダム，68%)

令和元年台風19号で洪水調節を実施した
146ダムの洪水調節容量使用率毎の割合

（参考）平成30年7月豪雨で洪水調節を実施した
213ダムの洪水調節容量使用率毎の割合

あぶるまがわ

破間川ダム
(新潟県)
※自然調節

はらいかわ

払川ダム
(宮城県)
※自然調節

そうのせき

惣の堰ダム
(宮城県)
※自然調節

たるみず

樽水ダム
(宮城県)

まの

真野ダム
(福島県)
※自然調節

きど

木戸ダム
(福島県)
※自然調節

たかしば

高柴ダム
(福島県)

みずぬま

水沼ダム
(茨城県)

じゅうおう

十王ダム
(茨城県)
※自然調節

りゅうじん

竜神ダム
(茨城県)

ごんげんどうちょうせつち

権現堂調節池
(埼玉県)

※自然調節

しもくぼ

下久保ダム
(水資源機構)

かっかく

合角ダム
(埼玉県)
※自然調節

たきざわ

滝沢ダム
(水資源機構)

ありま

有馬ダム
(埼玉県)
※自然調節

ふたせ

二瀬ダム
(関東地方整備局)

しろやま

城山ダム
(神奈川県)

みやがせ

宮ヶ瀬ダム
(関東地方整備局)おくの

奥野ダム
(静岡県)
※自然調節

ひろせ

広瀬ダム
(山梨県)

ふかしろ

深城ダム
(山梨県)
※自然調節

みわ

美和ダム
(中部地方整備局)

みはる

三春ダム
(東北地方整備局)

おおかわ

大川ダム
(北陸地方整備局)

しおばら

塩原ダム
(栃木県)にしあらかわ

西荒川ダム
(栃木県) ひがしあらかわ

東荒川ダム
(栃木県)
※自然調節

てらやま

寺山ダム
(栃木県)

ちゅうぜんじ

中禅寺ダム
(栃木県)

じょうはな

城端ダム
(富山県)
※自然調節

うちむら

内村ダム
(長野県)
※自然調節

よじ

余地ダム
(長野県)
※自然調節

こや

古谷ダム
(長野県)
※自然調節

○令和元年台風第19号において、国土交通省所管ダムでは、146ダムで洪水調節を実施。
○このうち、34ダムは洪水調節容量の６割以上を使用。異常洪水時防災操作に移行したダムは６ダム。

うるしざわ

漆沢ダム
(宮城県)
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▽112.1m

６ダムの事前の水位低下

○台風第１９号で異常洪水時防災操作を実施した６ダムのうち、５ダムで事前に水位を下げている。

美和ダム 塩原ダム高柴ダム

水沼ダム 竜神ダム 城山ダム

洪水前に確保した容量
（予備放流分＋事前放流分）

（発電）

平常時最高貯水位
▽（815.0m）

△801.1m

実際の低下水位差：0.7m 実際の低下水位差：2.9m 実際の低下水位差：1.6m

実際の低下水位差：1.5m 実際の低下水位差：－ 実際の低下水位差：5.4m

最低水位
▽（796.5m）

平常時最高貯水位
▽（52.5m）

最低水位
▽（44.5m）

（水道用水、工業用水）

平常時最高貯水位
▽(280.0m)

最低水位
▽（270.0m）

▽274.2m

（水道用水、工業用水）

平常時最高貯水位
▽(152.5m)

最低水位
▽（136.0m）

▽146.2m

最低水位
▽（95.0m）

（水道用水、工業用水、
発電）

（かんがい用水）

（工業用水）

▽49.4m

予備放流の容量(空いていた) （空いていた）
予備放流の容量（空ける）

予備放流の容量
（空ける）

（空いていた）

（下がっていた）

（空いていた）

予備放流の容量
（空ける）

事前放流（空ける）

（空いていた）

事前放流（空ける）

（中部地整） （福島県） （栃木県）

（茨城県） （茨城県） （神奈川県）

予備放流水位 ▽803.8m

洪
水
調
節
容
量 利

水
容
量

洪
水
調
節
容
量

利
水
容
量

洪
水
調
節
容
量

利
水
容
量

洪
水
調
節
容
量

利
水
容
量

洪
水
調
節
容
量

利
水
容
量

利
水
容
量

洪
水
調
節
容
量

▽801.8m △52.3m

▽400.1m

▽275.7m
▽117.5m

洪水前に確保した容量
（事前放流分）

洪水前に確保した容量
（予備放流分）

洪水前に確保した容量
（予備放流分）

洪水前に確保した容量
（予備放流分）
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予備放流水位 ▽272.2m
予備放流水位 ▽113.0m

予備放流水位 ▽398.5m

放流を開始した水位

放流を開始した水位

放流を開始した水位
放流を開始した水位

洪水吐敷高 △799.5m

利水放流管敷高 ▽

洪水吐敷高
▽45.7m

利水放流管敷高 ▽42.4m
洪水吐敷高 ▽

利水放流管敷高 ▽388.1m

洪水吐敷高 △268.0m
利水放流管敷高 ▽268.3m

利水放流管敷高 ▽120.5m

洪水吐敷高 △135.0m

▽104.0m
洪水吐敷高

利水放流管敷高 △

放流を開始した水位

平常時最高貯水位
▽ (419.0m)

平常時最高貯水位
▽(120.0m)

本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります



令和元年台風第19号 異常洪水時防災操作の通知状況

○異常洪水時防災操作を行った6ダムでは、操作実施前に関係機関に通知等を実施。

ダム名 管理者
水系
河川

開始時刻 終了時刻 下流自治体
ダム

所在地

通知等の連絡時刻 実施した住民周知手法

3時間前通知等 1時間前通知等
警報車・警報
局のサイレン

記者発表 その他主なもの
通知等

連絡時間
開始時間との差

通知等
連絡時間

開始時間との差

美和ダム 中部地整
天竜川水系

三峰川
12日

21時30分
13日

01時00分

伊那市、宮田村、
駒ヶ根市、飯島
町、中川村、松
川町、豊丘村、
高森町、飯田市、
喬木村等

伊那市
１２日

１７時３７分
3時間53分前

１２日
２０時００分

1時間30分前 〇 〇
・ツイッターに
よる情報提供
・エリアメールを実施

高柴ダム 福島県
鮫川水系

鮫川
12日

23時00分
13日

02時12分
いわき市 いわき市

１２日
２０時３０分

2時間30分前
１２日

２１時０５分
1時間55分前 〇 〇

塩原ダム 栃木県
那珂川水系

箒川
12日

21時34分
13日

01時2分

那須塩原市、
大田原市、矢板
市、那珂川町

那須塩原市 － －
１２日

20時30分
1時間04分前 〇 ○※

水沼ダム 茨城県
大北川水系

花園川
12日

20時50分
12日

23時21分
北茨城市 北茨城市

１２日
１７時００分

3時間50分前
１２日

１９時４５分
1時間05分前 〇 〇

竜神ダム 茨城県
久慈川水系

竜神川
13日

00時35分
13日

02時30分
常陸太田市 常陸太田市

１２日
１９時４５分

4時間50分前
１２日

２３時００分
1時間35分前 〇 〇

城山ダム 神奈川県
相模川水系

相模川
12日

21時30分
13日

01時15分

相模原市、愛川
町、海老名市、
厚木市等

相模原市
１２日

１４時１９分
7時間前

１２日
２０時４５分頃

45分前 〇 〇 ・エリアメールを実施

24

※報道機関等への情報連絡を個別に実施

本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります
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○相模川の治水基準地点である神奈川県厚木地点の上流においては、宮ヶ瀬ダム（国管理）及び城山ダム
（神奈川県管理）において、７，２００万ｍ３の洪水を貯留しました。
○これらのダムの貯留により、神奈川県厚木地点では、約１．１ｍ（速報値）の水位が低下したものと推
定されます。

ダムの効果（神奈川県厚木地点）

相模川水系 宮ヶ瀬ダム及び城山ダムの効果

城山ダム

宮ヶ瀬ダム

厚木

位置図

10月13日 14:00 状況写真

ダム貯留量

城山ダム 約2,900万m3

宮ヶ瀬ダム 約4,300万m3

2ダム合計 約7,200万m3

※ 現時点で得られているデータ・断面等を用いて算出していることか
ら、今後の詳細な検討により修正となることがあります。

宮ヶ瀬ダム貯留状況写真

EL.274.1m

10.3m上昇

EL.284.4m

10月12日 8:00 状況写真 はん濫注意水位 4.30m

▼ 観測最高水位 6.56m

計算最高水位
（２ダムが無い場合を仮定した水位）

▼ 約 7.66m

避難判断水位 5.80m

約1.1ｍの水位を低下

宮ヶ瀬ダム、城山ダムの貯留により
約１．１m（速報値）水位を低下

神奈川県
厚木市厚木町

神奈川県
海老名市河原口

はん濫危険水位 6.50m

水防団待機水位 3.70m

約4，300万m3 貯留

相模川水系中津川

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。

神奈川県

東京都

相模川

中津川

厚木市 海老名市

＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞
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宮ヶ瀬ダム上流域平均雨量
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量

(mm)

流
量

(m3/s)

雨
量

(mm)

流
量

(m3/s)

貯
水
位
(m)

貯
水
位
(m)

流域平均2日雨量
520.8mm

流域平均2日雨量
593.7mm

ピーク雨量
49.6mm

ピーク雨量
33.8mm

最大流入量
4,922m3/s

最大放流量
4,540m3/s

最大流入量
1,880m3/s

最大放流量
107m3/s

サーチャージ水位 EL125.5m

常時満水位 EL124.0m

洪水期制限水位 EL120.0m

サーチャージ水位・常時満水位 EL286.0m

洪水期制限水位 EL275.5m

最高水位
EL125.38m

最高水位
EL284.44m

貯留量 29,000千m3
貯留量 43,000千m3

26＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞

相模川水系 宮ヶ瀬ダム及び城山ダムの効果



全国の下水道施設における耐水化状況

27

○下水処理場の約５割、ポンプ場の約７割が浸水想定区域内に立地。
○浸水想定区域内にある施設のうち、揚水機能の耐水化を実施済みの施設は下水処理場で14％、ポンプ場で15％。

下水処理場 ポンプ場
（汚水、雨水、合流）

浸水想定区域内※１に設置された施設と耐水化の実施状況

国土交通省調べ（2019年12月時点）

※１ 洪水、内水、津波、高潮のいずれかの外力による浸水が想定される区域
※２ 当該施設において想定される最大の浸水深に対して揚水機能が確保されている施設

対策未了
2,121

浸水想定
区域内
2,736

対策済
414

浸水想定
区域外
1,341

不明
201

※２

対策未了
894

浸水想定
区域内
1,101

対策済
151

浸水想定
区域外
1,068

不明
56

※２



277

10

外水 内水 その他

台風第19号による下水道施設の被災状況

28

浸水（被災）要因

被災水位と浸水想定水位（洪水）との関係浸水深（被災水位）

外水によって被災した27施設内水・外水によって被災した34施設

内水・外水が原因の34施設
について分析

○台風第19号で浸水により被災した施設のうち、外水による被災が27箇所、内水による被災が7箇所。
○被災水位が３m以下の浸水が９割を占めるが、最大では4.7m。
○外水によって被災した施設の約５割が、被災水位がL1の浸水想定深以下。一方、被災水位がL1の浸水想定深を超える浸水も発
生。

・３施設で内水による浸水想定（既
往最大の降雨）を作成。

・これらの施設ではいずれも浸水想
定水位を超えたことを確認。

内水によって被災した7施設

１箇所で「耐水化

対策済」（洪水：既
往最大）だったが、
それを上回る浸水
が発生。

国土交通省調べ（2019年12月時点）



浸水により被災した施設の復旧状況

29

○ 下水処理場は、被災から３日後までに約６割、1週間後までに約８割、約2週間後までに全ての施設で簡易処理
（沈殿＋消毒処理）以上の処理機能を確保。

○ 汚水ポンプ場は、被災から６日後までに全ての施設で被災前の揚水機能を確保。
○ 雨水ポンプ場は、６施設で被災前の揚水機能を確保、８施設で揚水機能の一部を確保。

＜下水処理場 13施設＞ ＜ポンプ場 21施設（汚水７施設・雨水1４施設）＞

簡易処理以上の
処理機能を確保

簡易な生物処理以上の
処理機能を確保

被災前の揚水機能を確保（汚水）

被災前の揚水機能を確保（雨水）

発災からの経過日数と復旧状況

（日） （日）

国土交通省調べ（2019年12月時点）



台風による土砂災害発生件数
過去10年間で100件以上の土砂災害が発生した台風災害（8件）と比較

○ 令和元年台風第19号では、昭和57年以降記録の残る台風により発生した土砂災害の中で最大の発生件数を
記録した、土砂災害が100件以上発生した台風（過去10年）における平均値を大きく超過。

台風第19号による土砂災害の特徴（土砂災害発生件数） 速報
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土砂災害警戒区域の指定が行われていなかった箇所の例

○ 千葉県千葉市緑区板倉町で発生した土砂災害は、基礎調査は完了しており公表はされていた
が、指定に向けた手続き中の箇所で土砂災害が発生。

31

いたくらちょう

いたくらちょう

千葉県千葉市緑区板倉町で発生した土砂災害



土砂災害警戒区域の指定が行われていなかった箇所の例

当時基礎調査に用いた地形図
（縮尺：1/2,500）

地形図からの読み取り※

高低差：約9m
距 離：約20m
傾斜度：約24度

※ 災害後に千葉県より
※ 資料提供を受け、

国土交通省が判読

ほんだちょう

千葉県千葉市緑区誉田町で発生した土砂災害

要差し替え

○ 千葉県千葉市誉田町では、基礎調査時の地形図判読において「土砂災害が発生するおそれがあ
る箇所」として抽出されなかったことから、土砂災害警戒区域の指定がされていなかった箇所で土
砂災害が発生。

32

ほんだちょう

撮影・写真提供：株式会社パスコ・国際航業株式会社



災害発生箇所の平面図
（縮尺：1/5,000）

土砂災害警戒区域の指定が行われていなかった箇所の例

○ 群馬県富岡市内匠等では、緩斜面かつ明瞭な地すべり地形が認められないことから、土砂災害
警戒区域の指定がされていなかった箇所で土砂災害が発生。

地理院地図

傾斜が緩く、明瞭な地すべり地形が確認できない

33

た く み

たくみ

群馬県富岡市内匠で発生した土砂災害

地形図からの読み取り※

高低差：約16m
距 離：約55m
傾斜度：約16度

※ 地理院地図を基に、
国土交通省が判読撮影・写真提供：株式会社パスコ・国際航業株式会社



土砂災害警戒区域の指定が行われていなかった箇所の例

○ 宮城県丸森町廻倉では、明瞭な谷地形がないことから土砂災害警戒区域の指定がされていな
かった箇所で土砂災害が発生。

地理院地図

等高線からは明瞭な谷地形が確認できない

34
災害発生箇所の平面図

（縮尺：1/5,000）
災害発生箇所の航空写真

（縮尺：1/5,000）

まわりぐら



土砂災害警戒情報・避難勧告・避難行動・土砂災害発生のタイミングの検証（静岡県小山町）

35

○ 10月12日午前10時半頃の土砂災害警戒情報の発表後、特別養護老人ホーム入所者を避難確
保計画に従い、がけ側から2階へ移動。さらに降雨が続き、近隣住民の声かけにより、入所者全
員を2階へ移動させた。

○ その後、近くの山から発生した土石流が、施設の１階部分に流入したが、利用者及び職員全員難
を逃れた。

【災害の経緯】 令和元年１０月１２日

AM 10:37 土砂災害警戒情報発表 がけ側の入所者を2階へ移動
AM 11:00 避難勧告発令
PM 1:15 避難指示発令
PM 7:30頃 近隣住民からの声かけ 入所者及び職員全員2階へ避難
PM 8:00頃 施設1階に大量に土砂が流入

1時間雨量(mm/h)

累積雨量(mm)

PM8:00頃
土砂が流入

AM10:37 土砂災害警戒情報

AM11:00 避難勧告

PM1:15 避難指示

PM7:30頃 全員2階へ避難開始

R1.10/11～12
雨量状況(当該メッシュ解析雨量)

がけ側の入所者を2階へ避難開始

10/1210/11
00:00 06:00 12:00 00:00 06:00 12:00 00:0018:00 18:00

15:10 18:003:50
土砂災害警戒判定
メッシュ情報

7:40 23:40



土砂災害警戒情報・避難勧告・避難行動・土砂災害発生のタイミングの検証（神奈川県相模原市緑区）

365:20 6:10

○ 相模原市緑区において、10月12日7時20分に土砂災害警戒情報が発表され、緊急速報メールに
より配信された。

○ その後、緑区川尻を含む地域に、7時30分に避難勧告が発令された。

○ 緑区川尻に住む夫婦の自宅は、土砂により押し流されたが、事前に友人宅に避難を行っており、
難を逃れた。

【災害の経緯】 令和元年１０月１２日

AM 7:20 土砂災害警戒情報発表 緊急速報メールによる同情報配信
AM 7:30 避難勧告発令
PM 2:00頃 緑区川尻地区に住む夫婦は、友人宅に避難
PM 5:20 避難指示に切り替え
PM 9:30頃 自宅が土砂により押し流された

AM 7:20 土砂災害警戒情報
AM 7:30 避難勧告

PM 2:00 自主避難 PM 9:30頃
土砂により自宅損壊R1.10/10～13

雨量状況(当該メッシュ解析雨量)

PM 5:20 避難指示

10/1210/11
12:00 00:00 12:00 00:00 12:00

10/13
00:00

10/10
12:00

14:50 15:50
土砂災害警戒判定
メッシュ情報

1:2016:30

1時間雨量(mm/h)

累積雨量(mm)


